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脳下垂体前葉の電子顕微鏡〈以下「電顕」と略記〉
的研究は， Rinehart & Farquharω(1953)が初め
て報告して以来，種々の動物について多くの研究報
告がなされて来たが，脳下垂体腺臆を電顕的i乙観察
した報告はきわめて少ない<18-20)。脳下垂体腺腫は，
光学顕微鏡〈以下「光顕」と略記〉的は幾つかの種
類に分けられるが，ほとんどが酸好性腺腫および色
素嫌性腺腫で，他は甚だ稀である。また，酸好性腺
腫と色素嫌性腺腫との聞には，光顕組織的に種々の
程度の移行型があることも知られている。著者は，
光顕的に診断された典型的酸好性腺腫 1例と，典型
.的色素嫌性腺腫4例について電顕的に観察し，腺腫
細胞や腺腫内小血管などを広範に検索し，幾つかの
知見を得た。これらの所見と，それぞれの腺腫の光
顕所見や，さらに家兎の正常下垂体前葉の電顕所見
とを比較検討し，従来の光顕や電顕による諸報告を
参考にして，若干の考察を加える。
材料と方法
材料は，いずれも千葉大学神経科における手術例
である。
別出した各腺腫組織の一部は， 直ちに 1mm3大
の細片l己分切し，acetate veronalで pH7.4~乙緩
衡された 1%OS04溶液で約1時間氷室固定し，固
定終了後， 蒸溜水で約30分間水洗し， 漸強7)レコ
ーJレ列により脱水し， n-butyl methacrilate と 
metyl methacrilateを8:2の割合に混じた包埋剤
に， 重合促進剤として， benzoil peroxideを2%
の割合に加えたものにより， 550Cで重合包埋した。
超薄切片の作成には， LKB 3314 A型 Sjるstrand
超ミクロトームにガラスナイフを自製装着したもの
を用い，目立製 HSー5型電子顕微鏡で観察した。写
真は，直接倍率2500----5000f音i乙電顕で撮影し， 後
に光学的に適当な倍率まで引き伸ばした。
上記電顕用材料と同一材料から，同時に光顕用材
料もあわせ採集し， Hematoxylin・Eosin染色を施
し，比較観察に供した。
さらに，成熟雄家兎の下垂体前葉を刻出し，同様
の方法で電顕的に観察し，比較対照した。
所 見 
1. 下垂体腺腫の光顕像 
1) 酸好性腺腫
腺腫細胞は漫然と密集し，細胞境界は明瞭であ
る。これらの細胞の聞に，壁の甚だ薄い血管がかな
り多く見られる。細胞の大きさはまちまちで，しば
しば多核で巨大な細胞が見られる。 Hematoxylin-
Eosin染色により，ほとんどの細胞は細胞質が酸好
性に赤く染まるが，細胞によりかなり濃淡がある。
じかし，細胞質が塩基好性に青く染まる細胞は見ら
れなかった。 (Fig.1) 
2) 色素嫌性腺腫
各腺腫とも，腺腫組織は，毛細血管を包んだ血合
組織により多くの胞巣に分けられる。細胞境界は可
成り不明瞭であるが，細胞の大きさは大体一定して
いる。核はほとんどが卵円形で，多核細胞は稀であ
る。 Hematoxylin・Eosin染色はより， どの細胞も
細胞質はほとんど染まらない。 (Fig.2) 
2. 下垂体腺腫の電顕像 
A.細胞
両腺腫とも，組織はぎっしりと細胞で埋まり，隣
接細胞膜同志はほぼ密着しており，細胞境界は明瞭
である。 
1) 形
両腺腫とも様々で，円形，楕円形，細長形，多角
形，三日月形などを呈し，大型の細胞が小型の細胞
を包み込んでいるもの (Fig.3，15，16)，血管に向
って細長く配列しているもの，さらに，細胞の一部
が突起状に伸びて，その一端が辛うじて血管壁と接
触しているもの (Fig.5)などがある。
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2) 大きさ 腫には，空胞状lと著明i乙発達した粗面小胞体により
酸好性腺腫では，細胞の大きさが甚だまちまち ほとんど細胞質全体を占められている細胞が多い
で，巨大な細胞も多く見られるが，色素嫌性腺腫で (Fig. 13，14)。乙の極端な像を示す細胞では，細胞
は， これに比べて大きさが比較的にそろっており， 質は網目様の像を呈する (Fig.15)。酸好性腺腫で
一般に小さく，核の大きさに比べて細胞質が少な は，このように発達した粗面小胞体は見られない。 
ii) 糸粒体 
3) 核 各腺腫ともに多く観察されるが，細胞によりその
酸好性腺腫では，色素嫌性腺腫に比べ，多核細腫 多寡はまちまちである。かなり集団的のこともあ
が多い。核の形は，酸好性腺腫で、は切れ込みがあつ り，ゴノレジ装置に親和性を示すものも多い。酸好性
て不規則な形をしたものが多いが，色素嫌性腺腫で 腺腫では長梓形のものが多く，色素嫌性腺腫で、は空
は乙のような核は少なく，円形や楕円形を呈するも 胞状のものが多い。
のが大部分である。各腺腫とも，核質の電子密度は iv) ゴノレジ装置
ほほ一様で，各腺腫による差異はほとんど認められ 酸好性腺腫には，色素嫌性腺腫に比べ，コツレジ装
ない。核小体は各腺腫ともしばしば観察され (Fig. 置のよく発達した細胞がより多く見られる。発達 
5，13，16)，ー核内に複数個あることもある (Fig. の程度は，両腺腫とも細胞によりまちまちである 
16)0 (Fig. 4，8，14)。 
4) 細胞質内容 のその他 
i)分泌頼粒 酸好性腺腫では，一様に電子密度小な物質を満た
両腺腫とも，ほとんどすべての細胞質内に分泌頼 したゴノレジ小胞大の液泡が，細胞質内応しばしば見
粒が含まれるが，色素嫌性腺腫ではきわめて少な られる (Fig.3，4) 
い。酸好性腺腫では，色素嫌性腺腫に比べて一般に また，酸好性腺腫で，直径 1μ 程度の渦巻様構造
多いが，細胞によりかなり多い少ないがある。各腺 物が細胞質内に時々見られる (Fig.11) 
腫とも，細胞質内の分泌頼粒は電子密度がきわめて め その他の細胞
高く，均一無構造で，円形ないしは楕円形を呈する。 両腺腫とも，前記一般の腺腫細胞にはさまり，そ
また，各腺腫のいずれの細胞も，分泌頼粒の大きさ れらに較べて甚だ特徴の異なる細胞が僅かながら見
は一様でなし、。酸好性腺腫では，主として直径50，. られる。 
150 mμ の小型の分泌頼粒を持つ細胞 (Fig.3，7)， 酸好性腺腫では，多角形の細胞で，細胞質の電子
主として直径 150，.300mμ の比較的大型の分泌頼 密度が全体に甚だ高く，多数の空胞と少数の分泌頼
粒を持つ細胞 (Fig.7)，および，前記小型および大 粒を有し，その核も，電子密度がきわめて高く，し
型の分泌頼粒を持つが，いずれを主として持っとも かも一様でなく，形が甚だ不規則でゐる細胞が見ら
云えない細胞 (Fig.6)の3種類を区別できる。し れる (Fig.9)。
かし，これらは互いに移行し，明確な区別はできな 色素様性腺腫では，細胞質内広大きな空胞を有す
い。このうち，主として小型の分泌頼粒を持つ細胞 る巨大な明るい細胞 (Fig.13)，極めて暗調な細胞
が最も多く見られる。乙のような分泌頼粒の大小に で，核は不整形，細胞質には少数の分泌頼粒を含
よる区別とは無関係に，ー細胞内の分泌頼粒の多寡 み，隣接細胞聞に深く入り込んで甚だ複雑な形を示
はまちまちである。色素嫌性腺腫では，各細胞質内 す細胞 (Fig.17)や，血管の近くにあり，長径300
の分泌頼粒が甚だ少ないため，分泌頼粒の大きさで ，.400mμ の電子密度の甚だ高い楕円形頼粒を有す
細胞を種類分けすることは困難である。両腺腫と る細胞 (Fig.18)などが見られる。 
も，分泌頼粒は細胞質内に不規則i乙散在することが B.血管
多いが，酸好性腺腫では，細胞膜に沿って規則正し 両腺腫とも，ぎっしり埋まった腺腫細胞にはさま
く並んでいることもある (Fig.7)。また， 小さい って，散在性に血管が見られる。
分泌頼粒がゴJレジ装置附近iこ集まっている像も見ら 酸好性腺腫のほとんどすべての血管の構造は，ー
れる (Fig.14)。 層の甚だ薄い，電子密度のかなり高い内皮細胞と， 
ii) 組面小胞体 その腺腫細胞側に密着する高電子密度の一層の基底
両腺腫とも比較的多く観察されるが，色素嫌性腺 膜のみからなり， この基底膜と腺腫細胞との聞に
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は，かなり電子密度の高い 1つの薄い層がある。乙
の基底膜と腺腫細胞との聞の層は，腺腫細胞の聞に
深く入り込むことが多く (Fig.10)，と ζろどころ
巾が広くなり (Fig. 7)， 時には特殊な小細胞を含
むことがある (Fig.12)。 しかし，酸好性腺腫に
も，下記の色素嫌性腺腫に見られるものとほぼ同じ
構造をもっ血管が僅かながら存在する。 
色素嫌性腺腫では，酸好性腺腫l乙見られたような
構造の血管は稀で，ほとんどの血管は，一内皮細胞が 
かなり肥厚し，基底膜や血管周囲細胞もよく発達し 
ている。このような構造の血管と腺腫細胞との聞に
は，細胞突起の集団様構造物 (Fig. 16，1めがあ
り，酸好性腺腫の大部分の血管の周囲に見られた腺
腫細胞聞に深く入り込む薄い層は見られない。 
C. 出血を思わせる像
両腺腫とも，腺腫細胞にはさまり，電子密度の甚
だ高い，均質無構造の，変形した赤血球と思われる
ものが多数見られる (Fig.4，8，18)。 
3. 成熟雄家兎の下垂体前葉の電顕像 
A.細胞
組織はぎっしりと細胞で埋まり，隣接細胞膜同志
はほぼ密着しているが，ところどころに聞大した細
胞間隙が見られる (Fig.20)。
1) 形，大きさ
前記の酸好性腺腫に見られたような巨大な細胞は
ない。形は，前記の両腺腫ほど複雑でなく，円形や
多角形のものが多く， また，前記の両腺腫のよう
児，血管K向って細長くなった細胞は特に見られな
~'o 
2) 核
多核細胞はほとんど見られなし、。核の形は，切れ
込みがあり不規則なこともあるが (Fig.19)，酸好
性腺腫の場合ほど著明ではない。核質の電子密度
は，一様でないものが多く (Fig.19)，また，細胞
質内の分泌頼粒が多い細胞では，核質の電子密度は 
高い (Fig. 19)。核小体の見られることは稀であ
る。 
3) 細胞質内容

i)分泌頼粒 

分泌頼粒は，電子密度が甚だ高く，円形または楕
円形である。 1細胞内の分泌頼粒の多寡は，細胞質
全体に充満しているものから，辛うじて 1，....，数個が
見られるものまで，甚だまちまちである。まったく
分泌頼粒の含まれない細胞は稀である。さらに，そ
れぞれの細胞質内に含まれる分泌頼粒の大きさによ
の大型の分泌頼粒をもつ300mμ，.150り，①直径 
細胞と， ②直径50"，150mμ の小型の分泌頼粒を
もつ細胞の 2種類に区別出来る (Fig.19，20)。乙
の区別は，前記の酸好性腺腫の場合と異なり，明確
である。乙れらの分泌頼粒は，細胞質内に不規則に
散在することが多いが，酸好性腺腫で見られたよう
I乙，細胞膜に沿って並んでいることもあり，特に，
小型の分泌頼粒をもっ細胞でその傾向が強い (Fig.
20)。
ii) 細胞質内小器管
粗面小胞体は，一般に良〈発達したものは少な
く，稀には空胞状に拡大するものもある。糸粒体
は，梓状ないしは空胞状を呈するが，前記両腺腫の
細胞に比べて一般に少ない。ゴルジ装置も，前記両
腺腫の細胞に比べて，良く発達したものは少ない。
乙れら細胞質内小器管の発達は細胞によりまちま
ちであるが，分泌頼粒を含まない細胞や，極く少量
しか含まない細胞では，一般に発達が悪い (Fig. 
21)。 
B.血管
ほとんどすべての血管の血管壁は，内腔に面した
一層の甚だ薄い内皮細胞と，その実質細胞側に密着
する一層の薄い基底膜から成るが，その周囲を電子 
密度の低い血管周囲腔 (Fig.21) がとりまき， き
らに，その血管周囲腔と実質細胞との聞には，薄い
一層の基底膜がある。
なお，前記両腺腫で見られたように，赤血球が血
管外で実質細胞間にはさまった所見は見当らない。 
考 察 
1. 下垂体腺腫の光顕所見と電顕所見との比較考
察
酸好性および色素嫌性下垂体腺腫の光顕的研究
は，古く Bai1ey & Davido百(l)(1925)や Bai1ey
& Cushing(2)(l928)らが組織学的研究を行なって
以来，典型的酸好性腺腫，典型的色素嫌性腺腫，さ
らに両者閣の種々の程度の移行型腺腫の組織像が明
らかにされている。 
本症例の酸好性腺腫組織を光顕的に観察すると，
典型的酸好性腺腫の組織像にほぼ一致する。 しか
し，どの細胞の細胞質も， Hematoxylin-Fosin染
色で赤く染まるが，染まり方は細胞によりかなり濃
淡がある。
本症例の各色素嫌性腺腫ふ典型的色素嫌性腺腫
の組織像にほぼ一致する。
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これらの両腺腫の光顕所見と，それぞれの電顕所
見を，以下に比較し検討して見たい。 
1) 酸好性腺腫
電顕像でも，光顕像同様に，多核細胞や巨大細胞
が多く，また，血管以外l乙基質と思われる構造はほ
とんど見られない。電顕像で，細胞質内分泌頼粒の
多寡が細胞によりまちまちである点は，光顕像で，
細胞質の染まり方が細胞によりかなり濃淡があるこ
とを裏付けるものと思われる。しかし，光顕像での
各細胞の細胞質の染まり方に比較し，電顕像での各
細胞の細胞質内分泌頼粒は，一般に，期待したより 
はるかに少なし'0 
2) 色素嫌性腺腫
電顕像でも，酸好性腺腫細胞に比べて細胞は一般
に小さく，大きさが比較的そろっており，多核細胞
は稀である。電顕像で，血管の周囲に，腺腫細胞と
はまったく別種の細胞突起の集まりのような構造が
見られるが，これは，光顕像で腺腫組織を毛細血管
と共に多くの胞巣l乙区分する結合組織に相当するも
のであろう。光顕像ではすべての細胞の細胞質がほ
とんど染まっていないが，電顕像ではすべての細胞
に僅かづっ分泌頼粒が含まれている。この程度の量
の分泌頼粒では，光顕的には細胞質は染まって見え
ないものと思われる。
なお，これら 2種類のどの腺腫でも，光顕像でか
なりの出血が見られ，多くの赤血球が腺腫細胞聞に
散在しているが，電顕像では，赤血球が変形して腺 
腫細胞聞にはさまっている出血像を示す。乙れは下 
垂体腺腫に多いといわれる自然出血か，手術時の損
傷によるものかは明らかでなし1。
2. 下垂体腺腫と家兎の正常下垂体前葉の電顕所 
見の比較考察
電顕的には， Rinehart & Farquhar(3)(1953)が
ラットで初めて下垂体前葉組織を観察して以来，種
々の動物について正常下垂体前葉の電顕所見がつぎ
つぎに報告され，細胞の種類，分泌頼粒の生成と排
出の機序，さらに，血管壁の構造などが，漸次明ら
かにされつつある。また， Gusek(18)(1962)および 
Schelinω)(1962)は， acromegalyを呈した人の
下垂体腺腫を，さらに嶋崎(20)(1962) らは，ラット
の実験的下垂体腺腫を， それぞれ電顕的に観察し
た。これらの多くの報告を対照にして，本症例の下
垂体腺腫の電顕所見と，家兎の正常下垂体前葉の電
顕所見とを比較検討してみたい。 
1) 細胞
Rinehart & Farquhar(3) (1953)は， ラットの
下垂体前葉細胞を電顕的に観察し，それぞれの細胞
質内に含まれる分泌頼粒の大きさおよび有無lとよ
り， 下垂体前葉細胞を 3種類に区別した。すなわ
ち， ①ほぼ一定した大きさの大型分泌頼粒を有す
る酸好性細胞， ②ほぼ一定した大きさの小型分泌
頼粒を有する塩基好性細胞，および， ③分泌頼粒
を含まない色素嫌性細胞の 3種である。その後， 
Weiss & Lansingω (1953) はマウスで， 市JffC10) 
(1959)はラットで， 富宿(12)(1960) は家兎で， そ
れぞれ同様に 3種類の細胞を区別している。さらに
Farquharらく5)(1954a)，(6)(1954 b) はラットで， 
また， Barnes(5)(1962)はマウスで，それぞれ研究
結果を総合し，細胞の大きさや形，分泌頼粒の大き
さや形，さらに，細胞質内小器管の発達程度などに
より， 6種類の細胞を区別し，従来の光顕的分類と
対照した。すなわち Farquharらく5)(6)によれば，
酸好性細胞は， 1)α-acidophil (直径 300，-，350mμ 
の球形分泌頼粒を多数有し，成長ホノレモンを分泌す
る〉と， 2) ←acidophil (雌に多く散在性に出現し，
直径 600，-，900mμ でしばしば不規則形をなす非常
に大きな分泌頼粒を少数含み，乳腺刺激ホルモンを
分泌する)の 2種類に区別される。一方，塩基好性
細胞は， 3) s-basophil (細胞の形が不規則な多角
形で，分泌頼粒は直径約 100mμ で細胞質の周辺に
並ぶ傾向が強く，甲状腺刺濃ホ Jレモンを分泌する)，
4)δ-basophil 1. (円形の大きな細胞で，直径約
150mμ の分泌頼粒が細胞質内全般に分散し， 粗
面小胞体は拡張して内部に中等度の電子密度の物
質を貯え， 卵胞刺激ホルモンを分泌する〉および 
5) o-basophil 2. (細胞の形や分泌頼粒の大きさ
は前者と同じだが，分泌頼粒の電子密度が種々であ
り，黄体刺激ホ Jレモンを分泌する〉の 3種類に区別
される。さらに， 6) r-cel1すなわち，色素嫌性細
胞(最も小型の細胞で，分泌頼粒を含まず，細胞質
内小器管に乏しく，分泌機能をもたない〉を加え，
計 6種類に区別される。 Barnes(17)(1962)の報告
も，ほぼこれに一致した分類である。
著者の観察した雄家兎下垂体前葉細胞を， Farq・ 
uharら(5)く6)が分類したとれらの細胞と比較対照し
てみると，大型分泌頼粒をもっ細胞は小acidophil 
fC::，小型の分泌頼粒をもっ細胞は，3・basophilK， 
また， 分泌頼粒をもたない細胞は r-cellIC， それ
ぞれ特徴がよく一致する。
これに対し，本症例の酸好性腺腫細胞は，すべて
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光顕的lζ酸好性で，成長ホ Jレモンを分泌するものと 分泌頼粒が少量づつ含まれており， (2) どの細胞の
思われるが， Farquharら(5)(6)の述べた α-acidop園、細胞質にも，空胞状K変形した粗面小胞体が多く見 
hilとはかなり特徴が異なる。すなわち， (1)本症 られ，腺腫によっては，とのような粗面小胞体が極
例の酸好性腺腫では， 1細胞内で分泌頼粒の大きさ 端に発達して，ほとんど細胞質全体を占めている。
が一様でなし、。主として大型の分泌頼粒をもっ細胞 Gusek(18)(1962) も，彼の色素嫌性腺腫例で，どの
は α-acid叩 hilに似ているが，主として小型の分 細胞の細胞質にも，C:'く少量の分泌頼粒と，空胞状
泌頼粒をもつ細胞は，むしろ塩基好性細胞に似てい の粗面小胞体が見られると報告しており，乙れらは
色素嫌性腺腫細胞の特徴ではないかと思われる。な混合型下垂体も， Gusek(18)(1962)ると思われる。
腺腫を電顕的に観察し，どの細胞にも直径 100"，500 お， I嶋崎ら (20)(1962)はラットで， estrogen誘発 
mμ の不定の大きさの分泌頼粒が含まれると報告し 下垂体腫療を電顕的に観察し，光顕的には，すべて
ており，一般に脳下垂体腺腫細胞では，動物の正常 肥大した無頼粒細胞からなるが，電顕的には，良く
下垂体前葉細胞と異なり， 1細胞内の分泌頼粒の大 発達した粗面小胞体と，少量の分泌頼粒がどの細胞 
きさが不定であるととが特徴ではないかと思われ にも見られると報告しており， ζれは，前述の色素
る。また， (2)本症例の酸好性腺腫細胞では，細胞 嫌性性腺腫細胞の電顕像の特徴によく似ていると思
質内に含まれる分泌頼粒の多寡や細胞質内諸小器管 われる。
の発達の程度が，細胞により非常にまちまちであ このよう'1<:，本症例の両腺腫の細胞は，それぞれ
る。なかには，分泌頼粒がほとんど認められず，む に相当する動物の正常下垂体前葉細胞とは電顕的に
しろ Farquharら(5)(6)の述べた r-cell1<:似ている 著しく特徴が異なり，それらの機能もまた，きわめ
と思われる細胞もある。また，山田ら (14)(1962)は， て違ったものであろうと思われる。
，マウスの下垂体前葉細胞を電顕的に観察し，それ そのほか， 本症例の両腺腫に見られた(1)細胞
ぞれの細胞質内の分泌頼粒の多寡や細胞質内諸小器 の形が複雑で， しばしば血管に親和性を示すこと
管の発達程度を調べ，これらの細胞の機能的変化に や， 本症例の酸好性腺腫に見られた (2)多核細胞
ついて述べた。乙れによれば，下垂体前葉細胞は， や巨大細胞がしばしば見られたり， (3)核が複雑な
①内分泌活動準備期，②活動開始期，③活動最 多形性を示すことなどは，動物の正常下垂体前葉の
盛期， および， ④退行期の 4つの機能相に区別さ 電顕像では見られないととであり，腫療としての特
れる。分泌頼粒は活動開始期に最も多く，細胞質全 徴と思われる。
体i乙充満し，活動最盛期以後は次第に減少し，主に また，本症例の両腺腫で"ゴルジ装置附近に小型
細胞周辺に見られる。組面小胞体は，活動開始期に の分泌頼粒が集合している像を示す細胞が見られた
初めて現われ，活動最盛期には最も良く発達し，退 が，これは，動物の正常下垂体前葉細胞に類似のも
行期には不定形化して細胞質内に不平等に散在す ので， Farquhar & Wellings(9) (1957)， 市Jf!(10) 
る。糸粒体の大きさおよび数とゴJレジ装置の大きさ (1959)， 山田光雄く 13)(1960)， Farquhar(附(1961)
とは，活動最盛期に著しく増大し，退行期に著しく らが報告したように，ゴルジ装置内での分泌頼粒生
減少する。著者の家兎でも，このような山田ら(14)の 成を思わせる所見である。さらに，本症例の酸好性
報告を裏付ける所見が得られたが，本症例の酸好性 腺腫細胞で，分泌頼粒がしばしば細胞膜に沿って並
腺腫では，細胞により，分泌頼粒の多寡や細胞質内 んでいるのが認められたが，乙れは， Farquhar(16) 
諸小器管の発達程度が非常にまちまちで，山田ら (14) (1961)らの述べたように， 分泌頼粒が細胞膜から
のマウスの正常下垂体前葉細胞のように，幾つかの 細胞間隙へ排出される乙とを想像させる所見であ
機能相に区別することは不可能であった。 る。
本色素嫌性腺腫例では，光顕的にはどの細胞も細 2) 血 管
胞質がまったく染色されていないにもかかわらず， Rinehart & Farquhar(わ(1955)および Farqu・
電顕的には Farquharら(5)(6)の分類した r-cellと har(l5)(1961)は， ラットの正常下垂体前葉の血管
は甚だ特徴が異なる。また， Farquharら(5)(6)の述 を電顕的に観察した。それらによれば，下垂体前葉
べた酸好性細胞や塩基好性細胞とも，まったく類似 の血管壁は，内腔に面した一層の甚だ薄い内皮細胞
していない。すなわち， 本色素嫌性腺腫例では， と，その実質細胞側に密着する一層の薄い基底膜の
(1)ほとんどすべての細胞の細胞質 rc.，大小不定の みから成り， Rinehart & Farquharωは，乙のよ
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うな血管を“sinusoid"と称した。 さらに，血管
壁と実質細胞との聞には，電子密度の甚だ低い血管
周囲腔と，実質細胞に密着する他の一層の薄い基低
膜があり，乙れらはしばしば実質細胞の聞に深く入
り込み，また， ところど ζろ巾広くなり，時には食 
細胞を含むととがあり， Rinehart & Farquhar(8) 
は，乙のような血管壁およびその周囲構造は内分泌
器管特有のものであると述べている。
著者の家兎でも，これとほぼ同様の血管壁および
血管周囲構造を認めた。
本症例の酸好性腺腫でも，血管壁および血管周囲
構造は，ほとんどすべて Rinehart & Farquharω 
らの述べた所見区一致するが，血管周囲腔に相当す
る層の電子密度がかなり高い点が異なる。乙の乙と
は， もし ζの層が血管周囲腔であるとすれば，酸好
性腺腫細胞の分泌機能が非常に高いためとも思われ
る。乙のように，本症例の酸好性腺腫では，血管壁
およびその周囲構造は，ほぼ内分泌器管特有の構造
であり，腺腫細胞の分泌物を血管腔に導いているも
のと思われる。
これに対し，本色素嫌性腺腫では，大部分の血管
壁およびその周回構造は， Rinehart &Farquhar(8) 
らが動物の正常下垂体前葉において認めた所見なら
びに本酸好性腺腫において見られた所見とはまった
く異なる。このように，色素嫌性腺腫では，内分泌
器管特有の血管壁およびその周囲構造をもった血管
がきわめて少ないのは，色素嫌性腺腫細胞が分泌機
能を殆んどもたないためとも思われる。
総 括
以上， 2種類の下垂体腺腫，すなわち，酸好性腺
腫と色素嫌性腺腫の電顕像について，それらの光顕
像や家兎の正常下垂体前葉の電顕像と比較検討し，
若干の考察を加えて述べた。
これら 2種類の下垂体腺腫の電顕像による特徴は
下記の通りで，各腺腫細胞は，著者の家兎や従来報
告された各種動物の下垂体前葉のそれぞれに相当す
る細胞に比し，異なった所見を示し，それぞれの特
徴がかなり異なるのみならず，血管像も，それぞれ
の腺腫によってまったく違った構造を示した。 
1. 両腺腫とも，腺腫細胞は互いの細胞膜で密接
し，細胞の形は一定しないが，血管に親和性を示す
ものが多い。 
2. 酸好性腺腫細胞には巨大細胞や多核細胞が多
いが，色素嫌性腺腫細胞は比較的小型で大きさがほ
ぼそろっている。 
3. 	 酸好性腺腫細胞の核は不整形のものが多い。 
4. 両腺腫とも，核内微細頼粒は均等密で，核小
体はしばしば見られる。
5. 	 両腺腫とも，ほとんどすべての細胞に，電子
密度の高い均質無構造の分泌頼粒が見られるが，色
素嫌性腺腫ではどの細胞にもきわめて少ない。好酸
性腺腫では一般に多いが，その多寡は細胞によりま
ちまちであり，ほとんど分泌頼粒をもたず，動物の
正常下垂体前葉の色素嫌性細胞に似ている細胞もあ
る。
6. 両腺腫とも， 1細胞内での分泌頼粒の大きさ
は一定しない。酸好性腺腫では，動物の正常下垂体
前葉の酸好性細胞に似た細胞もあるが，むしろ塩基
好性細胞に似た細胞もある。
酸好性腺腫でも粗面小胞体のよく発達してい 7. 
る細胞が多いが，色素嫌性腺腫では，ほとんどすべ
ての細胞において，空胞状の粗面小胞体が著しく発
達している。 
8. 両腺腫とも，糸粒体やコやルジ装置のよく発達
した細胞が多いが，細胞によりそれらの含まれ方は
多様である。 
9. 両腺腫とも，他の細胞に比べ，著しく特徴の
異なる細胞が僅かながら含まれる。 
10. 酸好性腺腫の大部分の血管壁は，一層の甚だ
薄い内皮細胞と一層の基底膜から成り，その周囲に
かなり電子密度の高い層が見られる。 
11. 色素嫌性腺腫の血管は pericapillarycellの
迂く発達した像を呈するものが大部分である。
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写真の説明 
(Fig. 1.J	酸好性腺腫の光顕像。細胞は慢然と密集し， と乙ろどころ血管(/)があるほかは
基質は見られない。細胞の大きさは大小不同で，多核細胞(/')も見られる。細胞
質はどの細胞も染色されているが，細胞により濃淡がある。 x1200 
(Fig. 2.J 	 色素嫌性腺腫の光顕像。血管を包む結合組織(/)により，多くの胞巣に分かれる。
x1200 、。L細胞の大きさはほぼ等大で，比較的小さい。細胞質はいずれも明る 
(Fig. 3.J 酸好性腺腫の電顕像。組織はぎっしりと細胞で埋まわ細胞の形はさまざまである。
電子密度の低い均等な物質を満Tこした液胞(/')がしばしば見られる。 x10000 
(Fig. 4.J 向。多核細胞(上中央〉や不整形核が見られる。よく発達したゴルジ装置 (G)や，
電子密度の低い均等な物質を満たした液胞(/')も見られる。また，細胞にはさま
り，変形した赤血球(/)がある。 x7500 
(Fig. 5.J 向。細胞の一部が突起状に伸びて，血管壁と辛うじて接触(ノ〉している。 x10000 
(Fig. 6.J 向。大小不同の分泌穎粒をもっ細胞。粒面小胞体 (ER)がよく発達している。 
x 10000 
(Fig. 7.J 向。主として小型の分泌頼粒をもっ細胞(中央〉と，主として大型の分泌頼粒をも
つ細胞(左下〉が見られる。後者は動物の正常下垂体前葉の酸好性細胞に似ている
が， 前者はむしろ塩基好性細胞に似ている。分泌穎粒が細胞膜に沿って並ぶ(/勺
こともある。血管の周囲をかなり電子密度の高い層(/)がとりまき， この層は細
胞聞に深く入り込んで， ところどころ巾広くなっている (S)o x 12500 
(Fig. 8.J 向。分泌穎粒が甚だ少なしむしろ動物の正常下垂体前葉の色素嫌性細胞に似てい
る粒胞(右下)が見られる。集団を呈した糸粒体(ノ)i よく発達したゴノレジ装置 
(G)， 血管外の変形した赤血球(/)や電子密度の高い血管内皮細胞核 (EN)な
どが見られる。 x10000 
(Fig. 9.J 向。一般の腺腫細胞に比べ，甚だ特徴が異なる細胞(右〉が見られ， 核 (N) も細
胞質もともに電子密度が高く j核は不整形で，細胞質には多数の空胞(/)と少数
の分泌頼粒(/')が含まれる。 x12500 
(Fig. 10.J 向。血管壁は，甚だ薄い一層の内皮細胞(/)と一層の基底膜(/')から成る。そ
の実質細胞側には， かなり電子密度の高い層 (P)があり， この層はしばしば実質
細胞聞に深く入り込んでいる(//)0 x 15000 
(Fig. l1.J 	向。直径1μ 位の渦巻様構造物(ノ〉が細胞質内に見られる。 x12500 
(Fig. 12.J 向。血管をとりまくかなり電子密度の高い層 (P)には，時には特殊な小埋胞(ノ〉
が含まれる。 x12500 
(Fig. 13.J 色素嫌性腺腫の電顕像。組織は比較的小型の細胞で密K埋まる。稀に大きな空胞を
有する巨大な明るい細胞(/'/')が見られる。核小体(/')がしばしば見られる。
どの細胞でも， 空胞状の粗面小胞体 (ER)が見られ， それによって細胞質の大部
分を占められる細胞が多L、。また， どの細胞にも分泌頼粒が少数づっ含まれる。 
x7500 
(Fig. 14.J 向。どの細胞の細胞質も， 空胞状の粗面小胞体 (ER)で占められる。 ゴルジ装置
附近i乙，小型の分泌頼粒が集まっている(/')とともある。 x7500 
(Fig. 15.J 向。空胞状粗面小胞体により，細胞質の大部分が網状を呈する細胞(中央〉が見ら
れる。 X10000 
(Fig. 16.J 向。血管周囲にある細胞の突起の集団を思わせる構造物(中央上)が見られる。核
小体(/)がどの細胞の核にも見られる。 x7500 
(Fig. 17.J 向。一般の腺腫細胞に比べ， 甚だ特徴が異なる細胞(左中央〉が見られ， その核
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(Fig. 18.J 
(N) は不整形できわめて電子密度が高く， 細胞質も電子密度が高く， 少数の分泌
頼粒(/)を含み，隣接細胞聞に深く入り込み(/')複雑な形を呈する。 x7500 
向。血管の内皮細胞  (E) は厚い。基底膜  (BM) とよく発達した pericapillary 
cell (P)がある。 その周囲に， 細胞突起の集団様構造く右下〉や， 大きな楕円形
頼粒をもっ細胞(/')，さらに，血管外の赤血球(/)が見られる。 x7500 
(Fig. 19.J 家兎の脳下垂体前葉の電顕像。大型の分担、頼粒をもっ酸好性細胞  (A)， 小型の分
泌穎粒をもっ塩基好性細胞  (B) および，分担、頼粒をもたないか， あるいは甚だ少
数しかもたない色素嫌性細胞  (C)が区別される。 x17100 
(Fig. 20.J 向。大型の分泌頼粒をもっ酸好性細胞  (A) と， 小型の分泌頼粒をもっ塩基好性細
胞 (B)があり，細胞間隙(/)が見られる。 分泌頼粒は細胞膜  l乙沿って並ぶこと
が多いが，塩基好性細胞では特にその傾向が強い  (/')0x17100 
(Fig. 21.J 	向。血管腔  (S)に面し，一層の甚だ薄い内皮細胞くノ〉がある。 その実質細抱側
には，電子密度の低い血管周囲腔(/)が見られる。酸好性細胞  (A)は， 本症例
の各腺腫の細胞と異なれ 分泌頼粒の大きさがそろっている。色素嫌性細胞  (C)
では，細胞質内諸小器管が乏しし、。 x17100 
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